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（１）現状の水害リスク情報
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昭和22年9月 カスリーン台風
・ 荒川では本川熊谷市久下地先及び入間川の各所で堤防決
壊しました。
・ 戦後最大の被害が発生しました。

古谷村（現在の川越市）の浸水状況

・ 動きの遅い熱帯低気圧により発達した雨雲により、8月13

日夜から14日夜にかけて断続的な豪雨となり、入間市等の
支川流域に浸水被害をもたらしました。

ふ る や む ら

明治43年8月 台風
・ 荒川改修工事の直接的な動機となった未曾有の大洪水
・ 荒川流域内の堤防決壊は178箇所、延長約10km
・ 寛保2年以来の大水害であり、東京の下町のほとんどが泥の
海となりました。

本所南割（現在の錦糸町）付近の状況
ほん じ ょ みなみわ り

平成11年8月 熱帯低気圧

・ 人口増加の著しい、入間川，新河岸川流域で被害が発
生しました。

昭和57年9月 台風18号

岩淵

新河岸川支川柳瀬川の浸水状況

入間川、小畔川、越辺川合流点付近

落合橋

※出典 M43～S33：熊谷気象台HP，東京市史稿，東京都水害史，
東京都水防計画（資料編）、S41～H14：水害統計

洪水発生年月 被害状況※２
主な浸水市町村

（現在の市町村名）

明治43年(1910)8月8日
(台風)

家屋全・半壊及び流出 18,147戸、
床上・床下浸水 262,595戸

埼玉県川越市、東京都荒川
区、墨田区、江東区など

昭和22年(1947)9月13日
(カスリーン台風)

家屋全・半壊及び流出 509戸、
床上・床下浸水 204,710戸

埼玉県熊谷市、川越市、さ
いたま市など

昭和33年(1958)9月25日
(狩野川台風)

床上・床下浸水 205,171戸 埼玉県川越市、さいたま市
など

昭和57年(1982)9月10日
(台風18号)

床上・床下浸水 19,294戸 埼玉県さいたま市、東京都
千代田区、新宿区など

平成11年(1999)8月14日
(熱帯低気圧)

家屋全・半壊及び流出 2戸、
床上・床下浸水 2,363戸

埼玉県川越市、飯能市、入
間市、坂戸市など

荒川における過去の主要な災害
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浸水想定区域図等の公表

○ 水防法改正に伴い、想定し
得る最大規模の降雨を前提
とした荒川水系洪水浸水想
定区域図について、5/30に
公表しました。

○ その他、自主的な避難に活
用できる情報として、破堤地
点別の氾濫シミュレーション
をホームページ等で順次提
供する予定です。
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＜浸水ナビ＞
インターネット上で、破堤地点別の
氾濫シミュレーションが閲覧可能となります。



4
荒川水系荒川及び入間川流域 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

検討中であり、変更の可能性があります。

貯留型

荒川上流（埼玉県域）における氾濫特性

拡散型

拡散貯留型

広域拡散型

拡散型

■洪水氾濫特性は、入間川合流点下流は「拡散型」であり、合流点上流は左岸が「広域拡散型」、右岸は「拡散貯留型」、それ以外は山付や支川堤防に
よる「貯留型」となっている。
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荒川上流（埼玉県域）における水害リスク

破堤後6時間 破堤後12時間

破堤後24時間 破堤後72時間

左岸40.8k（さいたま市大字二ツ宮地先）が破堤した場合



荒川上流（埼玉県域）における水害リスク

破堤後6時間 破堤後12時間

破堤後24時間 破堤後72時間

右岸38.8k（富士見市下南畑地先）が破堤した場合
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荒川上流（埼玉県域）における水害リスク

破堤後6時間 破堤後12時間

破堤後24時間 破堤後72時間

左岸66.8k鴻巣市三町免地先が破堤した場合
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荒川上流（埼玉県域）における水害リスク

破堤後6時間 破堤後12時間

破堤後24時間 破堤後72時間

右岸72.8k（熊谷市小泉地先）が破堤した場合
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現状の堤防整備状況

河川名 計画断面 断面不足 不必要

荒川 102.9 71.8 7.3

入間川、越辺川、都幾川、小畔川、高麗川 79.3 13.3 0.9

凡　　　例

計画断面

断面不足

不必要

精査中
※平成27年3月末時点

○ 平成27年3月時点の堤防整備率は荒川本川では約59％、入間川等支川では約85％です。
○ 計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがあります。

※計画断面とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる
標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※断面不足とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。
※不必要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。

（km）
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Ａ Ｂ 要注意区間 計
事務所名 河川名

直轄管理
区間延長

摘 要

（km）
箇所 ｍ 箇所 ｍ 箇所 ｍ 箇所 ｍ

荒川上流 荒 川 59.4 31 8,201 321 56,516 150 25,192 502 89,909

入間川 16.1 32 1,627 94 21,976 25 1,869 151 25,471

越辺川 17.4 5 283 81 8,637 22 2,423 108 11,343

小畔川 5.3 0 0 2 3,103 1 216 3 3,319

都幾川 6.4 33 4,384 32 3,699 6 565 71 8,649

高麗川 6.6 11 486 38 4,700 0 0 49 5,186

計 111.2 112 14,981 568 98,631 204 30,265 884 143,876

平成２８年度重要水防箇所

⃝ 現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見する為に、あらかじめ水
防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として指定しています。

10



（２）現状の減災に係る取組状況等
①情報伝達、避難計画等に関する事項
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荒川上流管内の水防警報区と危険水位について

氾濫危険水位 ：12.40m
避難判断水位 ：12.00m
氾濫注意水位 ： 7.50m
水防団待機水位： 7.00m

氾濫危険水位 ：12.00m
避難判断水位 ：11.50m
氾濫注意水位 ： 8.00m
水防団待機水位： 7.00m

菅
間
水
位
観
測
所

治
水
橋
水
位
観
測
所

氾濫危険水位 ： 5.90m
避難判断水位 ： 5.30m
氾濫注意水位 ： 3.50m
水防団待機水位： 3.00m

熊
谷
水
位
観
測
所

氾濫危険水位 ： 3.90m
避難判断水位 ： 3.70m
氾濫注意水位 ： 2.50m
水防団待機水位： 2.00m

小
ヶ
谷
水
位
観
測
所

八
幡
橋
水
位
観
測
所 氾濫危険水位 ： 4.50m

避難判断水位 ： 4.30m
氾濫注意水位 ： 3.50m
水防団待機水位： 3.00m

坂
戸
水
位
観
測
所 氾濫危険水位 ： 3.50m

避難判断水位 ： 3.20m
氾濫注意水位 ： 1.50m
水防団待機水位： 1.00m

野
本
水
位
観
測
所 入

西
水
位
観
測
所氾濫危険水位 ： 3.20m

避難判断水位 ： 3.00m
氾濫注意水位 ： 3.00m
水防団待機水位： 2.00m

氾濫危険水位 ： 4.10m
避難判断水位 ： 3.70m
氾濫注意水位 ： 3.50m
水防団待機水位： 2.00m
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水防団待機水位

水位

4
（危
険
）

2
（注
意
）

3
（警
戒
）

1

5

レベル

はん濫の発生

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

逃げ遅れた住民の救助等

市町村の対応

避難勧告等の発令

避難準備情報の発表

洪水予報河川では、洪水の予報を行っており、発表する情報としては、「氾濫注意情報」、「氾濫警戒情報」、「氾
濫危険情報」、「氾濫発生情報」の４つがあります。
一方、水位周知河川では、基準水位に到達した旨の情報が発表されます。
平成27年度より氾濫危険水位等の位置づけ等の見直しが行われました。

避難行動に時間を要する
方は避難を開始

通常の避難行動ができる
方は避難を開始

住民に求められる行動

住民の避難完了○○川 氾濫発生情報

○○川 氾濫危険情報

○○川 氾濫注意情報

○○川 氾濫警戒情報

洪水予報で発表される情報

・氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が
見込まれるとき
・氾濫注意水位以上で、かつ避難判断水位未満
の状態が継続しているとき
・避難判断水位に達したが、水位の上昇が見込
まれないとき

・氾濫危険水位に達すると見込まれるとき
・避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が
見込まれるとき

・氾濫危険水位に到達したとき
・氾濫危険水位以上の状態が継続しているとき

・氾濫が発生したとき
・氾濫が継続しているとき

氾濫注意水位

氾濫危険水位

氾濫の発生

避難判断水位

注：上記の位置づけ等の見直しは、「越水」に関する
ものであり、「浸透・浸食」については、監視を強化し、
危険がある場合は、上記水位によらず情報提供する
こととしています。

洪水時における情報提供等の内容及びタイミング
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水害対応チェックリストの作成、周知



●特定区間
とは、洪水
により甚大
な被害が発
生すると予
想される河
川で、内閣
危機管理監
が定める区
間。

●避難のため
のタイムライ
ンの整備
（H27.10.5本
省記者発表）。
決壊すれば甚
大な被害が発
生する恐れが
ある河川の堤
防沿いの地方
公共団体（約
280 市町村）
を対象に、避
難のためのタ
イムラインを
整備。

タイムラインについて

（参考さいたま市の
タイムライン）
(H28.1 時点)

＜参考＞
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＜洪水ハザードマップ（川越市作成）＞＜荒川浸水想定区域図（国土交通省作成）＞

＜浸水想定区域の指定＞
浸水が想定される区域及
びその水深
⇒官報等により公表
⇒関係市町村に通知

当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を浸水想定区域として指定。指定したときは、指定の区域及び
浸水した場合に想定される水深を公表するとともに、関係市町村の長に通知。
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浸水想定区域図とハザードマップ

＜市町村地域防災計画＞
洪水予報及び水位到達情報の伝
達方法

避難場所その他洪水時の円滑か
つ迅速な避難の確保を図るため
に必要な事項

浸水想定区域内にある地下街等、
要配慮者利用施設、大規模工場
等の名称及び所在地

H17公表



住民等への情報伝達の体制や方法

〇河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達しています。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要があります。

デジタル放送のデー
タ放送で河川水位を
確認出来る

防災無線や埼玉県防災情報メール、TV・ラジオ、Webなどを
を通じて水防災に係る情報を通知

PC・スマホから川の防災情報を入手PC・スマホでライブ映像が確認できる

要修正

リアルタイムで川
の水位情報を確認
できる。

洪水予報や水防警
報などの情報を入
手できる
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（２）現状の減災に係る取組状況等
②水防に関する事項
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〇荒川上流河川事務所ではホームページで河川水位やライブ映像を提供しています。
○ライブ映像１９箇所をホームページで提供しているが、各市町の防災対策や水防活動の判断に必要な箇所について、順

次拡大する必要があるか検討します。

河川水位等に係る情報提供

水位データ

ライブ映像
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西浦和出張所管内熊谷出張所管内

西浦和出張所管内

入
間
川

出
張

所
管

内

河川の巡視

〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
〇堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河川巡視で得

られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。
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熊谷出張所

越辺川出張所

入間川出張所

西浦和出張所

水防資機材の整備状況

規格 個　数 小型 大型 普通 耐候性

荒川 右 83.0 深谷市本田 5tブロック 67 189

3tブロック 1,566

2tブロック 2,213

1tブロック 397

荒川 左 73.7 熊谷出張所 3,500

荒川 右 73.6 熊谷市小泉 2tブロック 1,163

荒川 右 72.8 熊谷市津田新田 2tブロック 209

荒川 左 70.8 熊谷市久下 4tブロック 218 50 1,771 520

3tブロック 206

1tブロック 302 半切(84)

荒川 右 69.5 熊谷市津田(通殿) 528 164 180 1,500

荒川 右 68.4 熊谷市小八林 5,400

荒川 左 65.3 鴻巣市小谷 27,600

荒川 左 64.0 鴻巣市糠田 2tブロック 761

荒川 左 63.2 鴻巣市糠田 2,036

荒川 左 62.8 鴻巣市大間 3tブロック 456

2tブロック 561

熊谷

所管
出張所

地先名 ★根固ブロック ●袋詰
め根固

河川 岸 K標

復旧資材　現状備蓄量

▲大型土のう ▲小型
土のう

■連接ブロック ◆土砂
(m3)

◆割栗
石(m3)

規格 個　数 小型 大型 普通 耐候性

荒川 右 50.5 川島町出丸中郷 5tブロック 232 2,600

2tブロック 247

荒川 右 50.4 川島町出丸中郷 4,000

荒川 右 39.4 南畑排水機場構内 5,884 1,600

荒川 左 33.6 西浦和出張所 5 190

荒川 左 32.8 さいたま市南区松本 8,500

荒川 左 32.7 戸田市堤外地 2tブロック 209

1.5tブロック 53

1tブロック 50

荒川 左 32.6 戸田市美女木8丁目 3,000

荒川 右 31.5 朝霞市上内間木 2tブロック 176 4,160 23,419 620

荒川 左 30.8 美女木資材保管庫 1,400 320 70 5,700

荒川 左 29.6 戸田市堤外地 100

河川 岸 K標 地先名

復旧資材　現状備蓄量

★根固ブロック ●袋詰
め根固

■連接ブロック ▲大型土のう ▲小型
土のう

◆割栗
石(m3)

◆土砂
(m3)

西浦和

所管
出張所

規格 個　数 小型 大型 普通 耐候性

越辺川 右 13.5 坂戸市北浅羽 29,000

越辺川 左 10.7 東松山市田木 1tブロック 19

越辺川 右 8.0 坂戸市島田 3,900

越辺川 右 7.0 坂戸市島田 6,000

越辺川 右 5.4 坂戸市赤尾 300

越辺川 左 5.0 川島町吹塚 1tブロック 230

越辺川 左 0.6 川島町下伊草 1tブロック 434

都幾川 左 4.0 東松山市下青鳥 1tブロック 1,582 180 200

都幾川 左 2.5 東松山市下押垂 3tブロック 186 100 378 223

2tブロック 2

1tブロック 1,869

都幾川 左 2.4 東松山市下押垂 15,000

都幾川 右 2.2 東松山市高坂 8,000

高麗川 左 2.0 坂戸市粟生田 2,000

高麗川 右 1.4 坂戸市戸口 12,000

高麗川 左 0.9 坂戸市戸口 2,800

越辺川出張所 1,900

河川 岸 K標 地先名

復旧資材　現状備蓄量

★根固ブロック ●袋詰
め根固

■連接ブロック ▲大型土のう ▲小型
土のう

◆割栗
石(m3)

◆土砂
(m3)

越辺川

所管
出張所

規格 個　数 小型 大型 普通 耐候性

入間川 右 14.8 川越市小ヶ谷 200

入間川 右 14.2 川越市小ヶ谷 21,600

入間川 左 13.6 川越市鯨井 300

入間川 左 13.4 川越市鯨井 5,900

入間川 右 13.3 川越市上寺山 14,600

入間川 左 13.2 川越市鯨井 19,100

入間川 右 8.7 川越市山田 42,500

入間川 左 7.0 川島町釘無 30,000

入間川 左 6.7 川島排水機場 240 270

小畔川 左 4.4 入間川出張所 180 6,000

小畔川 左 4.4 川越市小堤 900

小畔川 右 3.9 川越市鯨井 2,900

小畔川 右 1.0 川越市平塚新田 240

小畔川 左 0.6 川越市平塚 100

河川 岸 K標 地先名

復旧資材　現状備蓄量

★根固ブロック ●袋詰
め根固

■連接ブロック ▲大型土のう ▲小型
土のう

◆割栗
石(m3)

◆土砂
(m3)

入間川

所管
出張所

凡 例
根固めブロック

袋詰め根固め

連接ブロック

大型・小型土のう

割栗石・土砂

○水防資器材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持
つ資器材も、水防計画に基づき緊急時に提供している。

〇水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資機材に係る情報を
共有し、適切な配置の検討等を進める必要がある。 （平成２８年３月現在）
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（２）現状の減災に係る取組状況等
③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

22



排水施設、排水資機材の操作・運用

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、
機械を扱う職員等への教育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保します。

23

排水ポンプ車



排水施設、排水資機材の操作・運用

〇排水機場の浸水対策の事例
・通殿川排水機場では、浸水対策を実施済みであり、機場周辺が浸水しても継続して排水ポンプの運
転が可能。

昭和57年9月台風により浸水
エンジンや電子機器が冠水し運転不能に

浸水対策を実施 平成11年8月出水では
周辺は冠水したが機場は継続運転した

通殿川排水機場 埼玉県熊谷市津田地先

洪水時に通殿川の水を和田吉野川を経て荒川へ排水する施設

排水機場
洪水時には本川の水位が高くなるため、
支川のゲートを閉めて排水ポンプで支川
の水を本川に流します。

入口にはゲートを設置

24



排水施設、排水資機材の操作・運用

〇荒川上流河川事務所では、災害対策車両として排水ポンプ車４台、照明車２台等を保有している。
○国土交通省職員、沿川市町の職員及び災害協定会社等を対象に排水ポンプ車等の操作方法を習
得する目的で操作訓練を行い災害に備えている。

機械名 規格 台数

排水ポンプ車 30m3/min ４台

照明車 2kw×6灯 ２台

荒川上流河川事務所の災害対策機材

排水ポンプ車

照明車操作訓練出水時の活動状況



■荒川には国及び水機構が管理する洪水調節施設として、上流部では二瀬ダム（昭和36年完成）、浦山ダム（平成11年完成
）、滝沢ダム（平成23年完成）の３ダムが完成しており、中流部では、荒川第一調節池(平成16年完成）の整備が完了し
ています。

■平成27年9月の台風18号による出水時には、上流ダム群による洪水調節が実施され、３ダム合計で約８３６万ｍ３（東京ド
ーム６．７個分）を貯留することで、下流へ流す量を低減しました。

洪水調節時のダムの運用（実績）

荒川上流ダム群による洪水調節

二瀬ダム（昭和36年完成）

浦山ダム（平成11年完成）

滝沢ダム（平成23年完成）

荒川上流ダム群の位置
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浦山ダム

荒川上流ダム群の位置

二瀬ダムの効果

27

洪水調節時のダムの運用（実績）



浦山ダムの効果

平成27年9月の台風18号における、浦山ダムの効果
浦山ダムでは「東京ドーム約３個分」の洪水をダムに貯留しました。

浦山ダム流域の雨量は、流域平均で総雨量２７０ｍｍに達しました。
浦山ダムへの流入量は、防災計画上、防災操作を開始する６０ｍ３／ｓを
超え、 最大流入量約１４９ｍ３／ｓを記録しました。
浦山ダムでは、ダムへの流入量の一部を貯留し下流へ流す量を減量しまし
た（最大流入時（１４９ｍ３／ｓ）にダムから放流した水量は２２ｍ３／ｓ
で、１２７ｍ３／ｓを低減）。
この出水に対し、ダムに貯留した合計量は約３５５万ｍ３で、東京ドーム
約３個分を貯めたことになります。

平成27年9月の台風18号における、浦山ダムの効果
ダムで貯留することにより、ダム下流部での河川水位を低下させました。

浦山ダムで貯留することにより、ダムから約１．５ｋｍ下流の花御堂（秩父
市荒川久那）地点の水位は、ダムが無いと仮定した場合の水位と比較して、
０．５ｍ水位が低下していると想定されます。

想定される浦山ダムによる水位の低減効果

低減された水量を
ダムから放流

想定される浦山ダムによる水位の低減効果
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洪水調節時のダムの運用（実績）



滝沢ダムの効果

平成27年9月の台風18号における、滝沢ダムの効果
滝沢ダムでは「東京ドーム約０．６個分」の洪水をダムに貯留しました。

滝沢ダム流域の雨量は、流域平均で総雨量１７７ｍｍに達しました。
滝沢ダムへの流入量は、防災計画上、防災操作を開始する１００ｍ３／ｓ
を超え、9月9日14時27分に最大流入量約１７１ｍ３／ｓを記録しました。
この出水に対し、滝沢ダムでは、ダムへの流入量の約４割に当たる量を貯
留し、下流へ流す量を最大で約６４ｍ３／ｓを低減しました。
なお、ダムに貯留した合計量は約７１万ｍ３で、東京ドーム約０．６個分
を貯めたことになります。

平成27年9月の台風18号における、滝沢ダムの効果
ダムで貯留することにより、ダム下流部での河川水位を低下させました。

滝沢ダムで貯留することにより、ダムから約１．５ｋｍ下流の太平橋（秩
父市大滝）地点の水位は、ダムが無いと仮定した場合の水位と比較して、
０．３ｍ水位が低下していると想定されます。

想定される滝沢ダムによる水位の低減効果

滝沢ダム 防災操作図

想定される滝沢ダムによる水位の低減効果
低減された水量を
ダムから放流

【推定】ダム無し水位

【実績】ダム有り水位
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洪水調節時のダムの運用（実績）



武蔵水路による内水排除は、これまでは埼玉県からの要請により実施していましたが、平成２８年４月からは、水資源
機構が武蔵水路の操作ルールに基づき一元的に実施します。今回の改築で、水門や放流口などの施設は、利根導水総合事
業所からの遠方操作により、迅速な対応が可能となりました。また、水門や放流口が増強され、排水機場のポンプ能力も
強化されたため、排水機能の強化による効果も期待されます。

星川水門（新設） 赤見台放流口（新設）

内水排除機能の強化

武蔵水路の内水排除機能は強化されましたが、総合的な治水対
策を促進するために、周辺河川の管理者である埼玉県や、市内の
雨水排水等を管轄する行田市・鴻巣市と連携を図り対応していく
必要があります。
また、武蔵水路への理解促進と防災意識の向上も大切です。今

後も出前講座などを通じ、武蔵水路の役割や防災について説明を
していきたいと考えています。

内水排除とは？

佐間水門洪水取込状況 川面水門地点の洪水取込状況
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武蔵水路の内水排除について



（２）現状の減災に係る取組状況等
④危機管理型ハード対策等の導入
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洪水を安全に流すためのハード対策

 パイピング対策
 流下能力対策
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危機管理型ハード対策

 堤防天端舗装
 堤防裏法尻の補強


